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A web survey using an anonymous questionnaire and focus group interviews was administered to current 
graduate midwifery students at Sapporo Medical University. The survey was conducted to study the 
adequacy of the curriculum and assess the extent to which the students had been able to achieve their 
educational goals.
Results of the questionnaire showed that 80% of the students responded “satisfactory” regarding the 
quality of educational content relating to normal pregnancy, and neonatal care in the curriculum. In contrast, 
the educational content for which 20% or more students responded that the quality was “unsatisfactory” 
included high-risk cases of pregnancy, puerperal care, and neonatal care as well as early childhood and 
parental care, etc. An analysis of the interview results identified five areas that need improvement, of which 
two are: (1) “Better training on judgment and care, depending on how labor is progressing ”and (2)“Better 
on-campus training to handle cases of pregnant women and newborns requiring medical intervention.”
The results indicate that there is a need to improve the educational content to equip students with better 
judgment and response skills during medical intervention and perinatal abnormalities, to improve on-campus 
training that will equip students for clinical situations, and to develop an environment that fosters learning and 
allows students to experience self-growth.

















な対策が取られている．2011 年には第 1 子の平均出産年齢は
30 歳を超え３），特に母親の年齢が 40 歳以上の出生数は増加




















































助産学専攻科に，2018 年度～ 2019 年度に在籍した学生
２．調査期間
成績評価の終了した 2019 年 2 ～ 3 月及び 2020 年 2 ～ 3 月
３．調査方法
１）WEB調査（無記名自記式質問紙調査）
2018 ～ 2019 年度に在籍した在校生 35 名を対象に，研究























の無い学生とした．調査は成績評価の終了した 2019 年 3 月


































いたか質問した結果，14 項目において 8 割以上の学生が「あ
てはまる」と回答していた．しかし，ハイリスク妊産褥婦
と家族及び，ハイリスク新生児の胎外生活の適応の診断と





















26   (96.3) 1   (3.7) 0 (0.0)
4 経膣分娩の介助技術の獲得 25   (92.6) 2   (7.4) 0 (0.0)
5 正常産褥の診断とケア能⼒に関する基礎的知識・技術の獲得 27 (100.0) 0   (0.0) 0 (0.0)
















23   (85.2) 4 (14.8) 0 (0.0)
11 保健医療チームの⼀員として他職種と連携・協働する能⼒の獲得 22   (81.5) 4 (14.8) 1 (3.7)
12 地域⺟⼦保健における助産師の役割を考え⾏動する姿勢の獲得 23   (85.2) 4 (14.8) 0 (0.0)
13 助産実践の質的向上のために継続的に⾃⼰研鑽し続ける能⼒の獲得 25   (92.6) 2   (7.4) 0 (0.0)
14 ⼥性と家族の多様性を尊重して⽀援する態度の獲得 26   (96.3) 1   (3.7) 0 (0.0)























































1 助産師のプロフェッショナリズムに関する学習内容 25   (92.6) 2   (7.4) 0 (0.0)
2 助産師が⾏う医療安全と危機管理能⼒に関する学習内容 26   (96.3) 1   (3.7) 0 (0.0)
3 正常経過の妊婦と家族の診断とケアに関する学習内容 25   (92.6) 2   (7.4) 0 (0.0)
4 正常経過の産婦と家族の診断とケアに関する学習内容 27 (100.0) 0   (0.0) 0 (0.0)
5 正常経過の褥婦と家族の診断とケアに関する学習内容 25   (92.6) 2   (7.4) 0 (0.0)
6 正常からの逸脱予防のための妊娠期の診断とケアに関する学習内容 26   (96.3) 1   (3.7) 0 (0.0)
7 正常からの逸脱予防のための分娩期の診断とケアに関する学習内容 22   (81.5) 5 (18.5) 0 (0.0)
8 正常からの逸脱予防のための産褥期の診断とケアに関する学習内容 25   (92.6) 2   (7.4) 0 (0.0)
9 正常新⽣児の診断とケアに関する学習内容 23   (85.2) 4 (14.8) 0 (0.0)
10 乳幼児の診断とケアに関する学習内容 16   (59.3) 11 (40.7) 0 (0.0)
11 ⼦育て期にある⼥性と家族の⽀援に関する学習内容 20   (74.1) 7 (25.9) 0 (0.0)
12 ハイリスク妊娠の診断とケアに関する学習内容 22   (81.5) 5 (18.5) 0 (0.0)
13 ハイリスク分娩の診断とケアに関する学習内容 21   (77.8) 6 (22.2) 0 (0.0)
14 ハイリスク産褥の診断とケアに関する学習内容 18   (66.7) 9 (33.3) 0 (0.0)
15 ハイリスク新⽣児の診断とケアに関する学習内容 21   (77.8) 6 (22.2) 0 (0.0)
16 出⽣前診断についての知識やケアに関する学習内容 20   (74.1) 7 (25.9) 0 (0.0)
17 ⺟⼦保健⾏政と地域⺟⼦保健活動に関する学習内容 25   (92.6) 2   (7.4) 0 (0.0)
18 思春期の健康⽀援に関する学習内容 22   (81.5) 5 (18.5) 0 (0.0)
19 成熟期の健康⽀援に関する学習内容 22   (81.5) 5 (18.5) 0 (0.0)
20 更年期・⽼年期の健康⽀援に関する学習内容 22   (81.5) 5 (18.5) 0 (0.0)
21 家族計画（受胎調整含む）に関する学習内容 24   (88.9) 3 (11.1) 0 (0.0)
22 不妊の悩みを持つ⼥性と家族の⽀援に関する学習内容 17   (63.0) 10 (37.0) 0 (0.0)
23 助産を取り巻く国内外の社会環境の理解が深まる学習内容 21   (77.8) 6 (22.2) 0 (0.0)
24 社会における助産師の役割・責任の理解が深まる学習内容 26   (96.3) 1   (3.7) 0 (0.0)
25 周産期における医療安全を学ぶ機会 23   (85.2) 4 (14.8) 0 (0.0)
26 地域・施設における助産管理を学ぶ機会 24   (88.9) 3 (11.1) 0 (0.0)













「授業では子宮口の開大で ( 分娩時間の ) 予測立てる感じ
だったけど，実習に出たら，吐き気があったらすごい進ん














1 ガイダンスを含む履修指導、履修相談は適切であった 27 (100.0) 0   (0.0) 0 (0.0)
2 シラバスの内容は適切だった 27 (100.0) 0   (0.0) 0 (0.0)
3 シラバスの内容は実際の授業とよく連動していた 26   (96.3) 0   (0.0) 1 (3.7)
4 時間割は適切であった 21   (77.8) 6 (22.2) 0 (0.0)
5 科⽬の開講の順次性は適切であった 22   (81.5) 5 (18.5) 0 (0.0)
6 複数教員が担当する科⽬では教員間の連携がはかられていた 22   (81.5) 5 (18.5) 0 (0.0)
7 科⽬間の連携がはかられていた 22   (81.5) 4 (14.8) 1 (3.7)
8 講義、演習、実習には⼀貫性があった 25   (92.6) 2   (7.4) 0 (0.0)
9 実践⼒を⾼めるのに役⽴つ実習が準備されていた 26   (96.3) 0   (0.0) 1 (3.7)
10 助産学実習での学習内容は充実していた 25   (92.6) 0   (0.0) 2 (7.4)
11 助産学実習の展開は適切であった 23   (85.2) 4 (14.8) 0 (0.0)
12 講義、演習に関する成績、評価は適切であった 24   (88.9) 3 (11.1) 0 (0.0)
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